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広報きたもとが 

自治体広報ＡＷＡＲＤ銅賞(３位) 

自治体広報AWARDとは 

紙面はこちらからご覧になれます▲ 

R7.10月号 

担当者が選ぶ日本一の広報プレイヤー「自治体広報AWARD 

2025」【主催：自治体広報LAB（合同会社LOCUS 

BRiDGE）】の広報紙部門において、広報きたもと令和７年10

月号が銅賞（３位）を受賞しました。 

 

表彰式は３月14日（土）、奈良県奈良県王寺町地域交流センタ

ーで開催されます。 

自治体広報AWARDは、全国の自治体広報に携わる職員の個々の工夫や思いに光を当て、互いに学 

び合いの機会をつくることを目的に、自治体の課題解決を支援する専門企業・合同会社LOCUS  

BRiDGEが創設したものです。 

主催：⾃治体広報LAB（⾃治体広報担当者の学び合いを目的としたオンラインコミュニティ）／ 

合同会社 LOCUS BRiDGE（事務局） 

後援：王寺町、公益社団法⼈⽇本広報協会 

募集期間：2025年11⽉4⽇(火)〜12⽉19⽇(金) 

審査員：⾃治体広報担当経験者で、広報紙づくりや取材のノウハウ、写真、SNS、企画等分野

で活躍した実績をもとに、そのノウハウを⾃治体広報LABで共有する講師陣 

▷兵頭裕次（愛媛県内子町）▷堀内智代（愛媛県西予市）▷橘内清隆（福島県伊達市） 

▷村田大地（奈良県王寺町）▷金澤剛史（埼玉県久喜市）▷小出高也（愛媛県東温市） 

▷村田充弘（奈良県生駒市） 

(１／４） 



 

 

 

受賞者 政策推進部市長公室シティプロモーション・広報担当 秋葉 恵実 

平成25年入庁。協働推進課、すぐやる課、産業観光課を経て、平成30年３月から広

報担当に配属。広報紙の編集・デザインまでを職員が行う内製化を開始し、紙面の魅

力向上や取材に力を入れた特集で全国広報コンクール内閣総理大臣賞等を受賞。 

 

応募作品 広報きたもと令和７年10月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集「これが私の里山ライフ」全14ページを含む計36ページの広

報紙。特集では、減少の一途をたどる北本の里山について、「守るべ

き過去の遺産」ではなく、「現代を生きる私たちに新たな豊かさを

提案する里山ライフスタイル」として描くことを目的に、里山の保全

活動を自らの暮らしに落とし込み、里山ライフを謳歌する皆さん（下

記）を取材しました。 

・30年以上も雑木林の保全を続ける「北本雑木林の会」 

・19代続く農家で、雑木林の落ち葉を活用した伝統的な方法でさつ

まいも作りを行う「いとうふぁーむ」 

・４人の子育てと会社勤めと並行して子どもも大人も集まる畑コミ

ュニティづくりを実践する「だいじょうぶだ村」 

・かつて“追いはぎが出そうだった”と言われた荒川沿いに、水鳥が

羽を休める田んぼづくりを10年以上続ける「荒川わらの会」 

受賞内容 

紙面の特徴は、見開きの右面を写真で

「魅せる」ページ、左面は想いを「読ませる」

ページと役割分担を徹底した点。一つひと

つのインタビューにしっかりと文字数を使う

ことで、里山とのかかわりが各々の暮らしや

価値観、人生のあり方にどのように影響を

与えていったのかを深堀りしました。 

また、「私にとって雑木林は

クッション」「お金を介さない世

界が見たい」など、印象的なフ

レーズをランダムに配置し、読

者の関心を集める紙面を目指

しました。 

特集最終ページには、市民リ

ポーターが実際に里山スポット

を楽しみながら歩いて巡る様

子をリポートしています。 

(２／４） 



 

「便利さとは別の豊かさとして 

里山の魅力を引き出した。 

言葉の選択も巧みで 

写真と響き合っている」 

北本市に残る里山を舞台に、今を豊かに暮

らす人々の姿を通して、里山を未来につなげ

ようという特集。ただ残すだけではなく、新し

い「里山ライフ」を提案する内容は、都市近郊

でありながら自然環境が残る北本市ならでは

と思いました。&Greenのイメージも相まって、暮らしやすさが伝わります。 

 里山の暮らしを、どう未来につなげていくかは多くの地域の課題です。手をかけ関わり続けることで

守られてきた里山を、昔のような営みでつなげるのは難しい。しかし「自らの手で暮らしを生み出す実

感を持てること」を、今の暮らしに便利さとは別の豊かさとすることで、里山の新たな魅力を引き出し

ています。私たちのような田舎暮らしが身近な人間にとっても、とても参考になる特集でした。 

 レイアウトも素晴らしく、右開きの右側に大きな写真を配置し見せる紙面、左側にテキストを配置し読

ませる紙面と、役割分担をすることで内容がすっと頭に入ってきます。「北本にはまだ、里山が生きて

いる」「私にとって雑木林はクッション」など、言葉の選択も巧みで、写真と響き合っています。プルクオ

ートを多用することで、時間のない読者に配慮しているのもポイントです。「文字量を多くしてしっかり

と伝えたい」という担当者の思いを上手にカバーしていると思います。登場した住民の感想には「広報

紙に出てよかった」「ほかの活動をする人の熱量を知れた」などがあり、人と人とをつなぐ自治体広報

紙としての役割を十分に果たしています。その上で、北本の生活文化の変遷としての記録を残し、里山

を未来へつなぐ機運を高めるなど、使命感を持って取り組む担当者の思いが紙面にあふれています。

（兵頭） 

 

「取材対象者の言葉が全面的に出

ているので説得力と臨場感もあ

る。着地として市民リポーターが

里山歩きを体験しているのも良

い」 

北本の里山を守り、活用し、楽しむ人たち

に焦点を当てた特集。題名や小見出しの言

葉のチョイスが良くプルクオートも効果的。

全文読まなくてもページに何が書かれてあ

審査員コメント 

(３／４） 



るか、この人の言いたいことは何なのか、簡潔に分かる言葉選びが力強い。取材対象者の言葉も全面

に出ているので、説得力と臨場感もある。「だいじょうぶだ村」のエピソードには感動した。特集の着地

の１つとして、市民リポーターが実際に里山歩きを体験しているのも良い。 

 この特集を読んだ人は、実際に里山に出てみようと思うだろうし、中には市民レポーターに「一緒に行

こう」と声をかけ、レポーター起点に交流の輪が広がっていく可能性もあるかもしれない。里山を楽しん

でいる人たちの輪の中に入りたいと思うかもしれないし、中には保全活動に加わる人もいるかもしれな

い。里山が守られれば資源を未来につなぐこともできるし、里山を核に豊かなコミュニティも形成され

続けられると思う。 

 より良くなる視点があるとするならば、力強さと引きの強さがある紙面である反面、若干詰め込みす

ぎな印象があるので、ホワイトスペースを確保する意識を持つことかもしれない。 

 とはいえ、これはもう一種の「スタイル」を確立している状態であるとも思うし、実際「北本スタイル」を

真似た広報紙も全国にあるかと思うので、今後、現在の良さは残しつつ、他の追随を許さない新たな

独自性と引きの強さを生む広報紙であり続けることを楽しみにしている。（堀内） 

 

 

金賞 広報かわまた令和７年12月号 福島県川俣町総務課文書広報係 佐藤 耀 

銀賞 広報ふくち令和7年3月1日号 福岡県福智町企画振興課 仮屋 祐希 

銅賞 広報きたもと令和7年10月号 埼玉県北本市市長公室 秋葉 恵実 

（応募総数48件） 

※広報紙部門・シティプロモーション部門・写真部門・クリエイティブ部門の応募数数141件 

 

 

今回AWARADに応募した広報きたもと令和７年10月号は、全国広報コンクール埼玉県審

査において、広報紙部門（市部・応募数27点）で１席に選出され、全国審査へ進みます。北本市

が埼玉県審査で１位に選出されるのは、本作で５度目です。 

 

 

埼玉県広報コンクールでも１席（１位）に 

自治体広報AWARD広報紙部門 結果 

担当者コメント 

 

本AWARDは、各自治体で広報・シティプロモーシ

ョンに従事し、実績を残してきた職員の皆さんが審

査員となり、評価を行うものです。尊敬する先輩方

に評価いただいたこと、そして、この北本市という

小さなまちの里山を核とした人々の豊かな暮らし

の魅力が、紙面を通じて遠く離れた皆さんにも伝

わったことに感動しています。ご協力いただいた市

民の皆さんに深く感謝申し上げます。引き続き、わ

かりやく伝わる広報を、行政と市民の皆さんに、そ

して市民と市民の皆さんの間に共感と信頼関係を

生み出す広報にまい進していきます。 

(４／４） 


